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月後の造影 CT で膵仮性囊胞は 25x39.4 ㎜に増
大していたが仮性動脈瘤はなかった．さらに






Inter locking detachable coil （以下 IDC コイル
と略す）と数個のマイクロコイルで仮性動脈瘤






法中であった．12 年前の造影 CT で左腎動脈
の腎門部に直径 10㎜の瘤があった（図 5A）が，














予防的 TAE が奏功した 2 例
45㎜に急速な巨大化が認められ（図 5C），破裂





キング法で TAE を行った（図 6B）．TAE ９ヶ







































化，径が 15 〜 20㎜以上，高血圧や血流増加と
なる妊娠時が挙げられ，治療に関しては TAE
などの血管内治療が有用とされている 2）4）．症
例２では長期間抗凝固剤が使用され，その後，
抗血小板製剤が追加されてから器質化しかかっ
ていた左腎動脈瘤内の凝血塊は消失し，次第に
瘤径が増大していた．
　著者が行った文献検索の範囲でエドキサバン
内服中の動脈瘤破裂報告 5）は直径 13㎜の気管
支動脈末梢の動脈瘤破裂で喀血した高齢男性の
１例報告のみであった．今回の２症例を通じて
抗血栓剤の使用に当たっては，内臓動脈瘤の有
無にも十分留意すべきで，内臓動脈瘤を有する
症例では造影 CT などの画像検査が必要と考え
られた．本例の TAE の結果からみて，これら
動脈瘤・仮性動脈瘤の治療には侵襲の少ない
TAE が第一に選択されるべきである．図７
